
 

ＶＯＣ排出量削減対策の推進 

ＶＯＣ対策の背景・必要性 

課題と取組の方向 

ＶＯＣと大気汚染 

 ＶＯＣ 

光化学 

オキシダント 
ＳＰＭ 

有害 

自動車 
 

植物 

蒸発系溶剤 

ＶＯＣを排出する事業所の

多くが中小企業 

ＶＯＣを多く排出する中

小事業者の取組が不可欠。

最終消費者に対する働き

かけが必要。 

屋外塗装等の製品使用から

も多量に排出される。 

平成22年度までにＶＯＣ
排出量の 30%以上を削減
する（平成 12 年度比）。 

ＶＯＣ対策の目標 

燃焼 

○光化学オキシダント高濃度日の削減

○SPMの環境基準全局達成 

○有害化学物質の環境リスク低減

ＶＯＣ対策の体系図 

VOCに関する管理方法の作成支援 

自主的取組への 
技術支援 

（中小事業者への支援）

平成 12 年度 
94,080t/年 

環境基準達成率 

一般局 0% 

自排局 0% 

環境基準達成率 

一般局 51% 

自排局 12% 

低ＶＯＣ製品の 

普及・啓発 

ＶＯＣ対策ガイドの作成と活用 

   （工場内対策分野）

シンボル事業等による普及啓発 

低VOC塗料ラベルによる普及拡大

八都県市による推進体制の構築 

 

NOx 

技術アドバイザー派遣 

排出規制   大気汚染防止法と環境確保条例 

公共部門での低VOC製品優先使用

低ＶＯＣ製品
情報の不足 

コスト減と排出量削減

が両立する対策が理想 

＜VOCの特徴＞ 

◎特定の排出口以外からの揮発

量が多い。 

○工場内の工程が多様 

↓ 

量の削減には、排出口での濃度規

制だけでなく、多様な手法を組み

合わせた自主的取組が効果的 

ＶＯＣ対策検討委員会
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VOC対策ガイドの作成（屋外塗装分野）
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